
６章 積分法 ２・定積分

１０ ３ 定積分で表された関数（その２）

（１／５）■ 変数を含む定積分で表された関数の微分 ■

変数を含む定積分で表された関数の微分

★知識の整理★

【１】 の導関数 の求め方

の上端にχがあるときは， Ïａは定数（２とか５とか－１０…など）

両辺をχで微分すると， が取れる！ Ïこの形は，数学Ⅱの定積分で学習済みである。

(説明)

・微分と積分の関係は，

微分( )

Ê

積分( )

・これを数式で表すと，

を積分すると， になる。

を微分すると， になる。

（ を微分すると が取れる，と見ることもできる）

(具体例)

Ïａは定数（２とか５とか－１０…など）

両辺をχで微分すると…

Ô【参照】積分した関数を微分した場合

Ï定積分して，χの関数を求めてから，

＝(χ２＋３χ)－(ａ２＋３ａ) Ï微分すると

„微分 Óここは定数だからχで微分すると０になるので，微分の影響を受けない

（ の下端の定数は，どんな数でも微分に関係しない。）

等しい！

つまり，両辺をχで微分すると， が取れる！

（ｔはχに変わることに注意！）
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Ï【注】上の定積分から分かる通り，

定積分するとｔはχに変わること

に注意！

瞬時に

答を

求めると

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




